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《子ども・高齢者の横断に備え 「かもしれない運転」》
○ 停車中の車両の間から、小学生が横断してきた
○ 左折する乗用車の陰から、高齢者が横断してきた
○ バス停のバスの陰から、子ども・高齢者が横断してきた

《過労運転の防止》
健康も 無事故も続けて 皆笑顔

《交差点事故をなくしましょう》
黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」

《構内事故・バック事故をなくしましょう》
出発時 ぐるりとトラック ひと回り

《追突事故を防止しましょう》
前方の 異変に気づける 車間距離

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

「車線変更しようとして…」
第2車線から第1車線に

道路わきの電柱に衝突 乗用車運転の男性、意識不明
◇『漫然とした』追い越し、『漫然とした』車線変更は、事故に直結 ◇
◇急な車線変更は事故に直結 無理な追い越し 生命の危険 ◇

２０２５／７／２５（金）
２５日午前６時２０分ごろ、長崎県の国道で７０代の男性が運転する乗用車が道路わきの電柱に衝突しました。男性

は病院に搬送されていて、意識不明の状態だということです。通報した後続車の人は、乗用車が第２車線から第１
車線に車線変更をしようとしてそのまま電柱にぶつかったと話しているということです。

見通しの良い 信号のない交差点
自転車に乗った女子高校生

軽トラックにはねられ、頭を強く打ち意識不明の重体
◇一時停止しないことほど、恐ろしいことはない◇
◇タイヤが止まって、はじめて「一時停止」◇

◇一時停止、停まらず、動きながらの確認は厳禁◇
２０２５／７／２５（金）

２５日午前１１時ごろ、岡山県の市道の信号のない交差点で、自転車に乗った女子高校生が軽トラックにはねられ
、病院に搬送されましたが、頭を強く打っていて意識不明の重体となっています。警察は軽トラックを運転して
いた男性（７３）から話を聞いて事故の状況を詳しく調べています。現場は、見通しはよかったということです。

夜８時 信号交差点
右折の軽自動車にはねられ

横断歩道を渡っていた高齢女性死亡
軽乗用車を運転していた男性を現行犯逮捕
◇右折は対向車を注視しがち 右折先を必ず良く見る ◇

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
２０２５／７／２５（金）

２４日夜８時ごろ、熊本県の県道の信号交差点で、横断歩道を渡っていた女性（７８）が、右折の軽自動車にはね
られ、胸などを強く打ち、病院に運ばれましたが、約２時間後に死亡が確認されました。警察は軽自動車を運転
していた男性容疑者（３７）を過失運転致傷の容疑で現行犯逮捕。容疑者は調べに対し容疑を認めています。


